
 
 

    

 
「
暑
さ
寒
さ
も
彼
岸
ま
で
」
と

言
わ
れ
ま
す
が
、
ふ
と
気
が
つ

け
ば
、
セ
ミ
の
声
か
ら
鈴
虫
の

鳴
き
声
へ
、
季
節
は
確
実
に
変

わ
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
こ

の
夏
は
台
風
十
号
を
は
じ
め
、

記
録
的
な
豪
雨
が
相
次
い
で
襲

っ
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
、

ど
う
な
る
こ
と
や
ら
心
配
は
尽

き
ま
せ
ん
。
今
年
は
台
風
の
発

生
が
少
な
い
の
で
安
心
を
し
て

い
た
ら
、
多
く
の
台
風
が
次
々

と
日
本
本
土
へ
直
撃
し
、
台
風

に
伴
う
集
中
豪
雨
は
今
後
も
十

分
な
注
意
が
必
要
で
す
。
ど
う

や
ら
気
候
変
動
が
大
き
く
昔
と

変
わ
っ
て
き
て
い
る
よ
う
で
す
。 

 

日
本
中
が
感
動
し
た
リ
オ
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
が
無
事
に
終
了
し
ま
し
た
。

日
本
選
手
団
の
最
後
ま
で
勝
利

に
向
か
っ
て
諦
め
な
い
姿
に
感

動
し
、
何
事
に
対
し
て
も
諦
め

な
い
こ
と
の
大
切
さ
を
あ
ら
た

め
て
教
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。

四
年
後
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
世
界

の
方
々
を
お
招
き
し
て
の
世
紀

の
祭
典
、
歴
史
に
残
る
す
ば
ら

し
い
大
会
に
す
る
た
め
、
み
ん

な
で
盛
り
上
げ
て
、
世
界
一
の

大
会
に
し
た
い
も
の
で
す
。 

 

政
治
の
分
野
で
は
、
参
院
選

で
大
勝
利
し
た
自
民
党
と
公
明

党
の
連
立
与
党
は
、
第
百
九
十

二
回
臨
時
国
会
を
召
集
し
、
憲

法
改
正
に
向
け
て
、
審
査
会
で

議
論
を
深
め
る
よ
う
に
促
す
と

と
も
に
、
環
太
平
洋
経
済
連
携

協
定
（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）
の
成
立
、
第

二
次
補
正
予
算
案
、
消
費
増
税

延
期
の
た
め
の
税
制
改
正
関
連

法
案
の
成
立
を
目
指
し
て
、
国

会
論
議
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

臨
時
国
会
の
開
催
に
あ
た
っ

て
の
安
倍
首
相
の
所
信
表
明
演

説
で
気
に
な
る
こ
と
は
、
「
未

来
」
と
い
う
言
葉
を
多
く
引
用

し
て
い
る
こ
と
で
す
。「
安
倍
内

閣
は
未
来
へ
挑
戦
を
続
け
る
。

世
界
の
真
ん
中
で
輝
く
、
日
本

の
未
来
を
共
に
切
り
拓
い
て
い

こ
う
」「
二
〇
二
〇
年
、
そ
の
先

の
未
来
に
向
か
っ
て
、
誰
も
が

能
力
を
存
分
に
発
揮
で
き
る
社

会
を
創
る
。
一
億
総
活
躍
の
未

来
を
共
に
切
り
拓
い
て
い
く
」

そ
の
他
に
も
多
く
未
来
と
い
う

言
葉
を
使
っ
て
い
ま
す
が
、
安

倍
政
権
の
発
足
か
ら
す
で
に
三

年
十
ヵ
月
。
自
民
党
の
総
裁
任

期
は
確
か
、
二
〇
一
八
年
九
月

迄
、
演
説
で
は
二
〇
二
〇
年
の

東
京
五
輪
を
念
頭
に
置
い
た
発

言
ば
か
り
が
目
立
っ
て
い
ま
す
。 

政
権
与
党
に
望
む
こ
と
は
、

中
長
期
的
な
ビ
ジ
ョ
ン
を
私
た

ち
に
し
っ
か
り
と
示
し
て
も
ら

う
こ
と
、
ま
た
そ
の
た
め
に
は

特
に
市
民
生
活
の
現
状
、
現
場

の
生
の
姿
を
考
え
れ
ば
、
「
未

来
」
だ
け
で
は
な
く
、「
痛
み
」

の
部
分
を
は
っ
き
り
と
示
し
た

訴
え
も
必
要
だ
と
私
は
思
っ
て

い
ま
す
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
こ
れ

か
ら
の
国
づ
く
り
に
は
避
け
て

通
れ
な
い
痛
み
が
あ
る
こ
と
は

事
実
で
す
。
国
民
に
痛
み
に
つ

い
て
述
べ
る
こ
と
も
大
切
な
こ

と
だ
と
私
は
思
っ
て
い
ま
す
。

良
く
「
政
治
は
言
葉
」
だ
と
言

わ
れ
ま
す
が
、
強
大
な
力
を
持

っ
て
い
る
安
倍
政
権
に
は
、「
痛

み
」
も
含
め
た
政
治
を
進
め
て

ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。 

      《
政
治
に
無
関
心
で
も
生
き
て

行
く
こ
と
は
で
き
る
が
、
政
治

に
無
関
係
で
は
け
し
て
、
生
き

て
行
く
こ
と
は
で
き
な
い
。》 

◆
九
月
定
例
市
議
会
◆ 

 九
月
五
日(

月)

～
二
十
九
日(

木) 

二
十
五
日
間 

《
主
な
議
案
》 

・
我
孫
子
市
中
小
企
業
資
金
融

資
条
例
の
一
部
改
正 

中
小
企
業
の
新
た
な
事
業
活
動

の
促
進
に
関
す
る
法
律
の
一
部

の
改
正
に
よ
る
条
例
の
整
理 

・
財
産
の
取
得 

手
賀
沼
親
水
広
場
水
の
館
内
に

農
業
拠
点
施
設
を
整
備
す
る
こ

と
に
伴
う
、
加
工
施
設
調
理
機

器
、
飲
食
厨
房
機
器
な
ど
備
品

一
式 

 

約
千
八
百
万
円 

 

社
会
保
障
・
税
番
号
制
度
の
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
強
化
の
た
め

の
Ｌ
Ｇ
Ｗ
Ａ
Ｎ
接
続
用
Ｐ
Ｃ
購

入 

約
二
千
二
百
万
円 

二
百
五
十
一
台 
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印南 宏 現在の主な役職 
 
我孫子市議会 
教育福祉常任委員 
議会改革特別委員会 副委員長 
都市計画審議会委員 
会派「あびこ未来」代表 
成田線を便利にする議員の会 副会長 

 
連合千葉 
連合千葉議員団会議 前幹事長 

 
電機連合 
電機連合議員団会議 ブロック幹事 

 
その他 
我孫子市サッカー協会 顧問 
我孫子市ソフトボール協会 顧問 など 

 



九月議会　印南宏の代表質問（あびこ未来）

１．都市行政
　　　手賀沼観光施設誘導指針(案)と我孫子新田地区の地区計画(案)
２．農業行政
　　　・農業拠点施設整備事業　指定管理者制度の導入
３．福祉行政
　　　・障害者福祉　津久井やまゆり園事件
　　　・児童虐待　　 児童虐待への今後の対応
４．交通行政　　成田線の利便性の向上
５．産業行政　　企業誘致の推進と住工混在解消策

 

・
工
事
請
負
契
約 

我
孫
子
四
丁
目
土
質
改
良
材
の
添

加
量
変
更
に
伴
う
金
額
の
増
額 

約
千
二
百
万
円 

 ・
市
道
路
の
認
定 

 

開
発
行
為
に
よ
り
市
に
帰
属
し
た

道
路
等
、
十
一
路
線 

 

・
損
害
賠
償
額
の
決
定 

市
内
中
峠
千
九
百
七
十
二
番
地
の

市
道
で
発
生
し
た
道
路
管
理
の
瑕

疵
に
伴
う
損
害
賠
償
五
千
八
百
万

円 
 

・
二
十
八
年
九
月
一
般
会
計
補
正
予

算
の
認
定 

四
億
五
千
九
百
万
円
・
二
十
七
年

度
各
決
算
の
認
定 

 
 

《
主
な
争
点
》 

 

我
孫
子
市
は
、
来
年
四
月
に
手
賀

沼
親
水
広
場
（
水
の
館
内
）
に
オ
ー

プ
ン
予
定
の
農
業
拠
点
施
設
の
管

理
・
運
営
方
針
に
つ
い
て
、
市
の
責

任
を
明
確
に
す
る
こ
と
な
ど
を
考
慮

し
て
、
方
針
の
変
更
を
明
ら
か
に
し

ま
し
た
。 

当
初
、
農
業
拠
点
施
設
の
管
理
運

営
に
つ
い
て
は
、
今
日
ま
で
の
ア
ン

テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
の
運
営
等
の
経
緯
か

ら
株
式
会
社
「
あ
び
ベ
ジ
」
に
「
行

政
財
産
の
使
用
許
可
」
と
し
て
委
任

す
る
予
定
で
し
た
が
、
議
会
か
ら
の

強
い
意
見
等
で
、
市
の
責
任
の
明
確

化
や
市
民
へ
の
説
明
責
任
を
果
た
す

た
め
に
「
指
定
管
理
者
制
度
」
を
導

入
す
る
こ
と
が
適
当
で
あ
る
と
発
表

し
ま
し
た
。 

し
か
し
、「
指
定
管
理
者
の
選
定
に

あ
た
っ
て
は
、
我
孫
子
市
公
の
施
設

に
係
る
指
定
管
理
者
の
指
定
手
続
き

等
に
関
す
る
条
例
第
二
条
第
一
項
の

但
し
書
き
に
よ
り
、
公
募
に
よ
ら
な

い
方
法
で
「
あ
び
ベ
ジ
」
を
選
定
し

た
い
と
考
え
ま
す
」
と
所
管
す
る
常

任
委
員
会
で
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。 

今
ま
で
何
度
も
議
会
が
指
摘
を
し

て
い
る
よ
う
に
、
公
平
な
負
担
を
考

え
る
時
、
そ
の
対
象
が
株
式
会
社
「
あ

び
ベ
ジ
」
で
あ
る
こ
と
に
公
平
性
が

担
保
さ
れ
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か

と
私
た
ち
は
考
え
て
い
ま
す
。
指
定

管
理
者
制
度
の
導
入
を
す
る
場
合
、

あ
く
ま
で
公
募
が
原
則
で
あ
り
ま
す
。

あ
ら
た
め
て
、
市
内
外
に
公
募
す
る

こ
と
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

  
            

 
 

                        

■
お
知
ら
せ
■ 

<

議
会
報
告
会
を
開
催
し
ま
す
！>

 
 

 
 

我
孫
子
市
議
会
は
、
議
会
基
本
条

例
第
六
条
に
基
づ
き
、
第
二
回
議
会

報
告
会
を
市
内
三
会
場
で
実
施
し
ま

す
。 

 

今
回
は
、
二
十
八
年
九
月
議
会
に

付
託
さ
れ
た
議
案
等
の
審
議
経
過
や

結
果
、
そ
の
他
に
「
議
員
定
数
」
に

つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
の
定
数
の
推
移

や
現
状
、
他
の
市
議
会
の
状
況
等
を

説
明
し
、
今
後
の
議
員
定
数
の
参
考

に
す
る
た
め
に
、
市
民
の
皆
さ
ん
か

ら
ご
意
見
を
い
た
だ
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
事
前
申
込
み
は
不
要
で

す
。（
受
付
は
開
始
三
十
分
前
か
ら
）

奮
っ
て
の
ご
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 
 

 
           

   <

我
孫
子
市
で
パ
ス
ポ
ー
ト
の
申

請
・
受
け
取
り
が
で
き
ま
す
！> 

 

十
月
三
日
（
月
）
か
ら
我
孫
子
行

政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
（
け
や
き
プ

ラ
ザ
一
階
）
に
て
、
県
下
三
番
目
の

パ
ス
ポ
ー
ト
窓
口
が
開
設
さ
れ
ま
し

た
！  

日
時
：
月
～
土
曜
日 

午
前
九
時
～

午
後
四
時
三
十
分 

※
土
曜
日
は
受

け
取
り
の
み 

交
付
ま
で
の
日
数
：
申
請
日
か
ら

土
・
日
曜
、
祝
日
を
除
く
、
九
日
目

以
降 
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私のスローガン  「住んでよかった」そして「住んでみたい」と言われる街に 

 

 

  

 

 

連合千葉では専任アドバイザーを配置した 

労働相談を受け付けております。 

＊詳細は議会だより、市議会 
HP の録画等、いつでも 
みることができます＊  

http//www.discussvision.net/ 
abikosi/2.html 

 

 

＊　議会報告会のご案内　【日時・会場】　＊

　１０月２２日（土）９時半～１１時半
　　　　湖北台近隣センター　多目的ホール
　１０月２２日（土）１４時～１６時
　　　　 近隣センターふさの風　多目的ホール
　１０月２３日（日）１４時～１６時
　　　　 市民プラザ　多目的ホール

 

 



対
象
者
：
①
我
孫
子
市
に
住
民
登
録

が
あ
る
方 

②
千
葉
県
内
の
他
市
に

住
民
登
録
を
し
て
い
る
方 

③
県
外

に
住
民
登
録
は
あ
る
が
、
就
学
な
ど

に
よ
り
継
続
的
に
千
葉
県
内
に
居
住

し
て
い
る
方 

  

所
属
し
て
い
る
「
教
育
福
祉
常
任
委

員
会
」
で
の
印
南
の
主
な
質
問
骨
子 

 
 ○

子
ど
も
の
学
習
支
援
事
業
（
生
活

困
窮
者
自
立
支
援
法
） 

平
成
二
十
八
年
十
一
月
か
ら
、
市

内
の
我
孫
子
地
区
、
湖
北
地
区
、
布

佐
地
区
の
三
か
所
で
生
活
困
窮
世
帯

等
の
中
学
生
を
対
象
に
高
校
進
学
に

向
け
て
、
学
習
支
援
を
行
う
こ
と
が

確
定
し
た
。
対
象
生
徒
に
対
す
る
周

知
の
方
法
な
ど
に
留
意
し
て
、
目
的

に
沿
っ
て
事
業
が
進
む
よ
う
に
学
校

側
の
支
援
も
必
要
で
あ
る
。
今
後
、

小
学
生
も
対
象
と
し
た
学
習
支
援
も

行
っ
て
ほ
し
い
。 

 

○
我
孫
子
市
民
体
育
館
の
利
便
性
向

上
に
つ
い
て 

市
民
体
育
館
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル

ー
ム
が
使
い
や
す
く
広
く
な
っ
た
。

体
育
館
の
管
理
運
営
を
し
て
い
る
指

定
管
理
者
も
、
市
民
の
健
康
増
進
に

向
け
た
運
動
習
慣
確
立
の
た
め
に
市

内
に
折
り
込
み
チ
ラ
シ
を
入
れ
る
な

ど
、
取
り
組
み
を
強
化
し
、
利
用
者

が
増
え
て
い
る
。
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル

ー
ム
の
さ
ら
な
る
拡
大
も
必
要
で
は

な
い
か
。
ま
た
、
市
民
体
育
館
ま
で

の
足
の
確
保
、
ア
ク
セ
ス
の
改
善
に

努
め
て
ほ
し
い
。 

 

○
子
ど
も
用
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
装
備
を 

中
峠
に
あ
る
利
根
川
ゆ
う
ゆ
う
公

園
で
は
、
野
球
や
サ
ッ
カ
ー
等
、
子

ど
も
達
が
多
く
運
動
を
し
て
い
る
。

先
日
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
野
外
貸
し

出
し
用
の
Ａ
Ｅ
Ｄ
に
子
ど
も
用
パ
ッ

ト
が
装
備
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
大

人
用
で
も
緊
急
時
に
使
用
し
て
も
法

律
上
も
ち
ろ
ん
問
題
は
な
い
が
、
早

急
に
子
ど
も
用
を
常
備
す
る
必
要
が

あ
る
の
で
は
。 

 ○
国
民
健
康
保
険
、
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス

計
画
に
つ
い
て 

デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
計
画
に
よ
る
取
り

組
み
は
、
健
康
寿
命
の
延
伸
や
医
療

費
の
軽
減
効
果
の
高
い
保
険
事
業
を

実
施
し
て
い
く
こ
と
に
つ
な
が
っ
て

い
る
。
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
計
画
の
進
捗

度
は
如
何
に
。
ま
た
、
計
画
の
認
知

度
が
低
い
の
で
、
周
知
の
徹
底
に
努

め
て
ほ
し
い
。 

 
       

■
宏
は
こ
う
考
え
る 

こ
れ
で
良
い
の
か
、
我
孫
子
市
は
！ 

 
 

神
奈
川
県
立
津
久
井
や
ま
ゆ
り
園 

で
の
事
件
を
受
け
て 

 九
月
の
我
孫
子
市
議
会
中
、
我
孫

子
市
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会
か
ら
相
模

原
市
の
津
久
井
や
ま
ゆ
り
園
で
発
生

し
た
事
件
に
関
連
し
て
、
市
議
会
へ

お
願
い
の
文
章
が
届
き
ま
し
た
。
文

章
に
は
、
障
害
者
支
援
施
設
の
再
点

検
と
利
用
者
等
の
安
全
確
保
、
障
害

者
基
本
法
が
規
定
す
る
基
本
原
則
に

関
す
る
市
民
の
理
解
の
増
進
（
障
害

者
基
本
法
：
す
べ
て
の
国
民
は
障
害

の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
等
し
く
基

本
的
人
権
を
享
有
す
る
か
け
が
え
の

な
い
個
人
と
し
て
尊
重
さ
れ
る
も
の

で
あ
る
こ
と
。
）
、
障
害
者
が
等
し
く

基
本
的
人
権
を
享
有
で
き
る
た
め
の

必
要
な
施
策
の
推
進
に
市
議
会
も
尽

力
し
て
ほ
し
い
と
の
内
容
で
し
た
。 

 

七
月
二
十
六
日
に
起
き
た
こ
の
殺

傷
事
件
は
、
知
的
障
害
児
者
は
も
と

よ
り
、
保
護
者
・
支
援
者
や
関
係
各

方
面
、
全
国
民
に
強
い
衝
撃
を
今
も

与
え
て
い
ま
す
。
私
に
と
っ
て
も
、

大
変
シ
ョ
ッ
ク
な
悲
し
い
事
件
で
す
。 

「
重
度
の
知
的
障
害
者
は
生
き
て

い
て
も
無
駄
」
と
身
勝
手
な
考
え
を

唱
え
る
犯
人
。
容
疑
者
は
、
能
力
だ

の
お
金
だ
の
を
基
準
に
人
の
命
の
価

値
、
そ
の
優
劣
を
つ
け
よ
う
と
す
る

考
え
方
を
持
つ
人
間
で
あ
る
こ
と
が

と
て
も
悲
し
い
。「
勝
手
な
理
屈
で
人

間
の
間
に
線
を
引
く
人
間
」。
こ
の
考

え
方
は
、
自
分
と
意
見
が
異
な
る
者
、

国
籍
が
異
な
る
者
、
生
ま
れ
育
ち
を

異
な
る
者
の
命
を
否
定
す
る
考
え
に

つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。
そ
ん
な
人

間
が
多
く
出
て
く
る
こ
と
が
私
は
恐

ろ
し
い
と
強
く
感
じ
ま
し
た
。 

ど
う
し
た
ら
良
識
あ
る
コ
ン
セ
ン

サ
ス
を
社
会
全
体
で
固
め
直
す
こ
と

が
で
き
る
の
か
、
そ
の
こ
と
を
真
剣

に
考
え
、
行
動
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
時
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま
ず
は
、

今
の
政
財
界
の
要
職
や
リ
ー
ダ
ー
た

ち
が
人
の
間
に
勝
手
に
線
を
引
き
、

自
分
と
違
う
側
に
い
る
も
の
に
対
し

て
、
こ
の
よ
う
な
行
為
を
し
て
は
絶

対
に
い
け
な
い
こ
と
で
あ
る
こ
と
、

許
さ
れ
な
い
行
為
で
あ
る
こ
と
を
皆

に
強
い
意
志
で
範
を
示
し
て
い
く
こ

と
が
必
要
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。 
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◆
ふ
る
さ
と
納
税
は
、
実
際
の
住
所

以
外
の
自
治
体
に
寄
付
を
す
る
こ
と

で
税
額
が
控
除
さ
れ
る
と
い
う
制
度

で
あ
る
。
こ
の
制
度
は
、
寄
附
を
し

た
方
に
特
典
と
し
て
送
っ
て
い
る
返

礼
品
を
豪
華
に
す
る
こ
と
で
、
ブ
ー

ム
と
な
っ
て
い
る
。
仕
組
み
で
は
、

地
方
自
治
体
に
寄
付
を
す
る
金
額
の

う
ち
二
千
円
を
超
え
る
部
分
に
つ
い

て
、
個
人
住
民
税
所
得
割
の
概
ね
二

割
を
上
限
と
す
る
金
額
が
、
所
得
税

と
合
わ
せ
て
控
除
さ
れ
る
。
確
か
に
、

生
ま
れ
育
っ
た
故
郷
を
離
れ
て
も
、

そ
の
地
域
に
貢
献
す
る
こ
と
が
で
き

る
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
は
あ
る
が
、
逆

に
我
孫
子
市
の
よ
う
に
都
市
部
に
あ

る
自
治
体
は
、
愛
着
が
も
た
れ
に
く

く
、
寄
附
が
集
ま
り
に
く
い
傾
向
が

あ
る
。 

二
十
七
年
度
の
決
算
審
査
で
明
ら

か
に
な
っ
た
こ
と
は
、
我
孫
子
市
に

ふ
る
さ
と
納
税
と
し
て
寄
附
を
い
た

だ
い
た
金
額
は
約
一
千
八
万
円
、
逆

に
我
孫
子
市
民
が
他
市
に
ふ
る
さ
と

納
税
を
す
る
こ
と
に
よ
る
住
民
税
の

減
額
は
約
六
千
七
百
八
十
五
万
円
。

差
し
引
き
、
二
十
七
年
度
は
約
五
千

七
百
万
円
の
税
収
減
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
制
度
が
続
く
限
り
市
税
の
減
少

は
続
く
。
ふ
る
さ
と
納
税
に
対
す
る

市
の
対
策
が
急
務
と
な
っ
て
い
る
。 

◆
今
年
七
月
、
千
葉
県
は
「
健
康
格

差
」
の
実
態
と
要
因
を
分
析
し
た
報

告
書
を
ま
と
め
た
。
そ
れ
に
よ
る
と

市
町
村
別
の
平
均
寿
命
ト
ッ
プ
は
男

性
部
門
で
我
孫
子
市
八
十
・
八
歳
と

柏
市
、
佐
倉
市
と
並
ん
で
県
内
ト
ッ

プ
と
な
っ
て
い
る
。
女
性
の
ト
ッ
プ

は
長
柄
町
で
八
十
七
・
三
歳
だ
っ
た
。

逆
に
平
均
寿
命
の
県
内
最
下
位
は
銚

子
市
が
男
性
七
十
七
・
八
歳
、
女
性

八
十
四
・
九
歳
と
共
に
県
内
最
下
位

だ
っ
た
。
そ
の
理
由
と
し
て
、
千
葉

県
は
「
銚
子
な
ど
は
塩
分
の
過
剰
摂

取
が
問
題
視
さ
れ
て
き
た
地
域
。
今

回
の
調
査
結
果
を
基
に
健
康
に
対
す

る
意
識
啓
発
に
役
立
て
て
ほ
し
い
」

と
し
て
い
る
。
私
の
故
郷
は
銚
子
。

塩
分
の
取
り
過
ぎ
に
要
注
意
。 

 
 

私
が
気
に
し
て
い
る
の
は
健
康
上

の
問
題
で
日
常
生
活
が
制
限
さ
れ
な

い
期
間
で
あ
る
「
健
康
寿
命
」
。
千
葉

県
の
平
均
は
男
性
が
七
十
一
・
六
歳
、

女
性
が
七
十
三
・
五
歳
。
元
気
に
長

生
き
し
て
病
気
で
苦
し
ま
な
い
で
死

ぬ
こ
と
、「
ピ
ン
ピ
ン
コ
ロ
リ
」
は
夢

の
ま
た
夢
と
な
っ
て
い
る
。 

  

◆
最
近
、
皆
さ
ん
は
映
画
を
観
て
い

ま
す
か
。
私
は
洋
画
を
良
く
観
る
の

で
す
が
、
今
年
は
邦
画
、「
シ
ン
・
ゴ

ジ
ラ
」
や
「
君
の
名
は
。」
が
大
き
な

反
響
を
呼
ん
で
い
る
。
ゴ
ジ
ラ
映
画

な
ん
て
、
ば
か
ば
か
し
い
と
思
わ
な

い
で
、
是
非
、
観
て
ほ
し
い
。
三
・

一
一
東
日
本
大
震
災
と
福
島
原
発
事

故
、
そ
し
て
日
米
安
全
保
障
条
約
な

ど
が
絡
ん
だ
日
本
の
再
構
築
を
テ
ー

マ
と
し
た
ド
ラ
マ
と
な
っ
て
い
る
。 

 

映
画
で
は
成
長
し
、
巨
大
化
す
る

ゴ
ジ
ラ
に
対
し
て
、
政
治
家
は
何
も

決
め
ら
れ
な
い
。
そ
の
中
で
、「
決
断

力
」
を
持
っ
た
人
材
が
現
れ
る
。
ゴ

ジ
ラ
は
い
つ
か
や
っ
て
く
る
。
私
た

ち
の
住
ん
で
い
る
日
本
は
地
震
を
中

心
と
し
た
自
然
災
害
か
ら
免
れ
る
こ

と
は
で
き
な
い
。
災
害
（
ゴ
ジ
ラ
）

を
す
べ
て
予
防
し
、
克
服
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
。 

だ
か
ら
こ
そ
、「
諦
め
ず
に
最
後
ま

で
、
こ
の
国
を
見
捨
て
ず
に
や
っ
て

い
こ
う
」
、
「
こ
の
国
は
、
ま
だ
ま
だ

や
れ
る
」
と
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る

映
画
は
素
晴
ら
し
い
。 

  

◆
最
近
、
私
が
読
ん
だ
本
に
、「
子
ど

も
の
最
貧
国
・
日
本
」
、
「
ル
ポ
老
人

地
獄
」
、
「
脱
・
貧
困
老
後
」
、
「
下
流

老
人
」
、
「
貧
困
世
代
」
な
ど
、
超
高

齢
社
会
の
日
本
を
代
表
す
る
よ
う
な

暗
い
本
ば
か
り
を
読
ん
で
い
る
こ
と

に
気
が
つ
い
た
。
確
か
に
世
の
中
は

格
差
が
広
が
り
、
日
本
社
会
は
少
子

高
齢
化
が
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
い

る
。
し
か
し
、
暗
く
な
っ
て
物
事
を

考
え
て
い
る
だ
け
で
は
何
に
も
進
ま

な
い
。
今
、
や
れ
る
こ
と
を
今
や
ら

な
け
れ
ば
、
後
悔
す
る
こ
と
に
な
る
。

人
口
が
減
少
す
る
日
本
の
経
済
を
活

性
化
す
る
に
は
、
女
性
や
高
齢
者
に

も
っ
と
活
躍
し
て
も
ら
う
こ
と
も
必

要
で
あ
る
。 

東
葛
地
域
で
最
も
人
口
減
少
が
進

む
我
孫
子
市
が
、
自
立
し
た
都
市
と

し
て
今
後
発
展
し
て
い
く
た
め
に
は
、

ま
ち
に
活
力
を
生
み
出
す
産
業
や
観

光
の
振
興
を
図
り
、
交
流
人
口
の
拡

大
や
地
域
経
済
の
活
性
化
に
繋
げ
て

い
く
こ
と
が
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
。

今
こ
そ
原
点
に
か
え
り
、
市
政
に
挑

ん
で
い
き
た
い
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

宏 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

            
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

宏 
 

 
 
 
 
 
 
 

 

 

                                                   

私のスローガン  「住んでよかった」そして「住んでみたい」と言われる街に 

 

印南 宏 後援会・自宅 

〒270-1108 

我孫子市布佐平和台 7-1-18 

TEL： ７１８９－１５９８ 

 
※後援会事務所の連絡先が変更になりました 
 
E-MAIL： hiroinabiko@kca.biglobe.ne.jp 
ﾌﾞﾛｸﾞ ： http://hiroshi4649.at.webry.info/ 
HP http://www7b.biglobe.ne.jp/~innami-hiroshi/ 
 

 

 

我

孫

子

雑

感 

後援会討議資料         印南 宏レポート（第７２号）           ２０１６年１０月発行  


